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消化器系の神経機構に関連して， Langley以来
数多くの検索がなされて来たが，迷走神経領域の感
覚受容器については， Paintal<lーへ IggO<7-10)が温
血動物について，新島(11)がカエルについて行な
い，頭部迷走神経より胃，小腸からの感覚インプル
スを導出し記録して，感覚神経の性状および受容器
の2・3の機能を明らかにした。
本研究の対象である胃壁伸展受容器 (Gastric
stretch receptors) の感覚インプルスは，初め
Paintal<l)によって導出された。胃の受動的膨張は
受容器を容易に興奮させ，受容器のそんざいする局
，めIggo<7所の筋の収縮は同様に刺激となる。従って 
は，この受容器が胃壁を形成する筋性要素と機能的
に直列的配置をなしているという。受容器からの感
覚発射は，受容器が恒常に刺激されている限り変る
ことなく，適応のきわめて遅いものとされている。
Haper(1 は，腹部迷走神経中に含まれている非2)
常に多くの感覚神経が〈約90%は求心性の線維で
ある (13))，滅多K起こらない腹痛と幅吐中枢の刺激
にのみ関与するとは考え難いとし， Share(14)，Mont-
gomery(15)，Towbin(16)らは動物の一度に摂る食餌
の量が胃の膨張lとより起乙る迷走神経の求心性イン
プルスにより調節されると述べた。 Peret(17)は，横
隔膜上部で迷走神経を切断し，胃の受動的膨張で現
われるネコの胃運動形式が切断前後でことなること
を認め，これは求心性線維の影響がなくなったため
であるとした。 Iggo(18) は，胃の膨張lとより反射的
に起とる山羊と羊の前胃運動の求心路と遠心路が，
迷走神経中にあることを明白にした。 Craggと 
Evans(19)は，胃の膨張によって反射的に体循環血
圧を上昇させる受容器のそんぎいを暗示した。 
このように，胃壁伸展受容器の機能に関係する研
究が種々なされつつあるが，乙の受容器の性質にっ
いてさらに詳細な解析を試みた。すなわち，ネコの
頚部迷走神経より分離された単一感覚神経線維が胃
壁伸展受容器からのものであることを正し，次いで
胃壁筋の受動的能動的運動が，この感覚神経から導
出される発射とどのような関係にあるかを調べた。
両者の関係すなわち容量一発射関係を求め， これを
数量的に表示した。
実験方法 
24時間絶食させた成育ネコを用いた。麻酔は 1% 
クロラローゼ溶液を，胃の嬬動運動が消失しないて 
いどに静脈注射した(約 60-70mgjkg)。まず気管
カテーテルを挿入し，毎分 50回の人工呼吸を行な
った。これは，感覚神経を単一線維として分離して
ゆく際に，呼吸器系関係の感覚発射がこの人工呼吸
のリズムと同期して現われることから， これを確認
し胃壁発射と区別するため，いわば分離操作を容易
にするための方法である。胃内圧を測定し，胃を膨 
張させるためリンゲル液を流入する二重ゴム管を口
より挿入し，その先端を胃の中央で固定した。食
道，十二指腸を結紫して胃内容の漏出を防いだ。次
l乙頚部を露出し，左側迷走神経を節状神経節の末梢
側で切断し，その末梢端をガラスプレイトに載せ，
実体双眼顕微鏡の下で，時計用ピンセットおよび木
綿針を使って神経が充分細くなるまで分離した。
そして胃の伸展受容器からの機能的単一神経線維
を求めた。 乙の神経の乾燥を防〈吋こめと保温する
ために頚部にオイルプールを作り， なかに 35-
380Cの流動パラフインを入れた。インプルスは， 
0.5mm銀線双極電極をもって導出した。胃壁の筋
電図はリンゲ、ル液を湿した木綿糸の電極，胃内圧は
トラスジュサーによって導出し，それぞれをブラワ
ン管オシロスコープに導き観測，記録した。リンゲ
ル液を流入し胃を膨張させる際， リンゲル液槽を持
ち上げ，その重力落差を利用した。乙の方法によっ
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てリンゲ、ル液の、流入速度を円滑にした。
迷走神経線維の分離は，試行錯誤的に行なった。
迷走神経中から呼吸器系，心脈管系などからの感覚
発射が非常に沢山得られる。これらの線維は太く，
スパイクの高さも大きい。従って，そのようなもの
が含まれている神経の中から，線維の細い，スパイ
クの高さの小さい線維を選び分けることは難しい。
まずスパイクの発振を音応変え，これをスピーカー
で聞く。適当に細くされた神経束を導出電極にかけ，
増巾器の感度をあげて，胃膨張に応ずるインプルス
があるか， もし自発性発射があれば，それをスピー
カーよりの音で聞き分ける。胃からのインプルスが
なければ，この神経束を捨てて他の神経束を求める。
発見すれば，これをなお 2・3回分離し，遂には胃か
らの発射のみが残るような線維とする。このような
線維は極めて細く脆いので，電極に接続するときな
ど損傷しないよう充分の注意を払う必要がある。
実験成績 
1. 胃壁伸展受容器の刺激
色々の局所刺激を受容器に与えて，その性質を調
べた。これから述べる事柄は，受容器を確認する上
で重要なことである。 
a. 受容器の位置
先の細いガラスの棒で胃壁を軽く圧迫すると，高
頻度の発射が分離された単一神経線維から得られ
る。刺激される胃壁の部分は，極めて限られた範囲
である乙とを特長とする(約4mm径)。乙れによ
回 11111 酬
りこの単一神経線維が終止する受容器の位置を正確
に求める乙とができる。図 1aKはガラス棒をあて
たとき生じた発射を示し， cKは胃奨膜面応分布す
る局所応答の個所を示す。ここでは 12個の局所を
発見した。乙の反応は，胃壁の粘膜を剥離して筋層
を露出しでもなくならず，筋層を傷つけるとなくな
った。受容器の分散密度は，胃体部より幽門部lζ大
きく，とくに小轡側に限局する傾向はみられなかっ
た。噴門部と胃後壁の受容器は，不明瞭でほとんど
その位置を正確にし得なかった。それは胃と他の内
臓の位置的関係で，胃壁を綿密にきがすことが困難
なためであろう。 
b. 振動刺激応対する応答
機械的受容器が強制振動刺激に応ずることは周知
の事実である。この受容器は，毎秒 150回ていどに
与えられた振動に 1対 1の応答を示した。図 1b 
は， 52 cycjsecの刺激に対し 1:2あるいは 1:1の
応答をしている記録である。一般に高頻度の振動に
応じ得る受容器は，粘性の少ない組織中にそんざい
しているとされている。 
c. 神経伝導速度
単一神経線維が分離され，その圧迫刺激に対する
局所応答の個所が胃壁で定められた後，その場所を
電気刺激すると，単一神経線維から刺激によって生
じたスパイクを記録できる。この直接反応に要する
時間の大部分は，インプノレスの神経伝導時間である
と考えてよい。 6例の測定で， 0.22-0.32秒という
値を得た。電気刺激点と導出電極間の神経の距離を
回川lけhl1山リ川日川I1 1川1II1H川川川川山lリ 
MN川1仙州l刊肌MfIM\附川l川叩肌州川川川m川川川九川川九叫叫~叫肌九札肌IW仇山九口山1;Y~ 1 t1 v¥附川 ;ï\\\\~川，\\~川口山 州仇 川 九叫叩九叫叫九叫~~叩叫\~川叩N山叩j1  
-ーー Is e c 
図1. a:先細なガラス棒で受容器のそんざいする胃壁の部分を軽く圧迫すると，分離された単
←神経親維から高頻度の発射 (33impjsec)を得た。 b:受容器の近くの胃壁に振動単子
をあててその部分の胃壁を振動させると，振動数の増加は発射頻度を増大する。 ζ こで
は受容器が 52cycjsecの振動lζ応じて 1:1あるいは 1，2の発射をしている。 c:ネコ胃
の竣膜面の写真で，黒円は受容器の位置を示し，円の大きさはガラス棒による圧迫刺激
の感受範囲〈約 4mm径〉を示している。 gc=大聾， lc=小響。
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測り，伝導時聞からこの神経線維の伝導速度を計算
すると， 1.08-0.81 mjsec(平均 0.94mjsec) とな
った。乙れは概ね IggO(10)の求めた値と一致する。 
2. 胃の嬬動運動と発射の関係 
Iggo(8)Iとより，仲展受容器は筋層内にそんざいす
ることが明らかにされたが(1aの項参照)，胃の嬬
動運動がどのような形でこの受容器の発射を修飾す
るかをみた。ネコの胃の嬬動波は，毎分5-6回で 
あるとされているo
a. 自発性発射
ほとんどの受容器は，外部よりの刺激を要しない
でも感覚神経に発射する。その発射は，迷走神経中
の他の臓器よりの発射に比べて，低頻度で不規則で
ある〈図 2)。しかし，発射の頻度を計測してその
頻度図を描いてみると，図 3の如く多少なりとも周
期性がみられる。曲線の凹凸の数は 1分間 ι-5.5回
であって，これは胃の蝿動波の回数とほぼ向じであ
る。曲線の凸すなわち発射頻度の増加したときは，
丁度胃の嬬動性収縮が受容器のある局所に起こって
いるときと対応している (2bの項参照〉。
しかし，自発性発射の曲線から伺えるように，各
受容器の自発性発射のパターンは周期性の著明でな
いもの，周期性のみられないものも含めてきわめて
多様である。そしてこの受容器の相違による発射の
多様性は，胃の受動的膨張により発射頻度の増加す
る (2bの項参照〉場合の頻度図(図 3)の曲線に
みられる多様性と相通じている。胃の膨張が嬬動運
動を允進させるなら，両者の働きが加わって受容器
の発射を著しく増加させることもあり得るから，受
容器が刺激を感覚して発射するときに，胃壁を占め 
る各受容器においてそれぞれ発射の仕方が違うので
あろう。
b. 誘発された発射
胃を適度に膨張させると，嬬動運動が活発となる
が， 乙の状態では膨張により増強した発射は，さら
に嬬動で影響されるであろう。一般に収縮波は胃体
部より周期的に起ζ り，幽門側に向って進む。この
収縮波が受容器のある局所に接近するに従って受容
器の発射は始まり，受容器の位置が収縮波の中に入
ると発射頻度が増す。収縮波がこれを過ぎると発射
の増大はなくなる。受容器の近くの筋壁に電極を付 
け，筋電図の遅波(20)を記録すると，筋電図の発生
すなわち収縮波の接近と発射増大の関係が一層明瞭
である〈図 4)。
しかしながら，上述した嬬動波と発射の増加との
関係が相反し，発射様式をことにする受容器もあ
る。すなわち，両者ともに伸展受容器でありながら，
一方は筋壁の収縮期に発射し，他方は筋壁の弛緩期
に発射するのである。弛緩期に起こる発射は，次の
ような場合である。まず胃の嬬動は充進している必J
要がある。この際弛緩部7こりとも両側に起きた強い
収縮により急速に伸展されるであろう。従って嬬動
波の弛緩部にこの受容器が入るたびに，発射は増強
されるとするのである。受容器はこのように，その
局所に起ζり，あるいは局所に影響する運動に対し
て2相の反応態度を示し得るものである。とのため
もし受容器が筋線維聞にあって，そこの張力変化に
応ずるものならばて筋線維の収縮期でも弛緩期で
も受容器に対して一方向の刺激の強く加わった場合
に反応し，他方向に生じた筋線維間の張力変化は発
射を減少させるように働くと考えられる。
3. 動的膨張と静的膨張時の発射
胃が受動的に膨張されるとき起乙る胃内圧の増大
とともに，受容器の発射は変わる。しかも発射様式
回
回
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図2. 自発性発射は，迷走神経中の他の臓器よりの発射に比べて低頻度で不規則である。 A，B，C
はそれぞれ乙となる受容器からの発射を示す。
持脚註=Iggoによるとく7，へこの受容器は筋性要素と直列的配置をなしに張力受容器 (Tensioil 
receptors)である。
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図 21乙示された自発性発射の記録より任意の 1分聞を選んで，発射を頻度図 l乙表わして
みた。曲線の凹凸の数は， この図から 5ー  505回で，いずれの発射にも周期性が伺える。
また各受容器について，自発性発射とその受容器が胃の膨張されたときに示す発射とを
比較してみると，それぞれのパターンは似ている。@ー.=自発性発射。 0-0=膨張
時の発射。 
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図 4 局所の筋壁の筋電図とその部分l乙存する伸展受容器の発射との関係を示す。
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は，膨張されつつある時と膨張後でことなる。前
者を動的 (dynamic) な膨張， 後者を静的 (sta-
tic)な膨張として，それぞれの発射の特性を次に
記述する。
ao 動的膨張
リンゲル液 20ccを速かに胃内に流入し胃を膨張
させると，内圧の高まりにやや遅れて(およそ神経
の伝導時聞に等ししウ，発射頻度が増大する(図 5， 
6)。この増大は， リンゲ、Jレ液が、流入し終ったときも
っとも大きくなる(動的膨張〉。その後一時減少す
るが，数秒後に 2次的に発射は増加し，そののちに
徐々に一定の変動範囲をもった頻度をとるに到る
(静的膨張〉。乙の際児内圧も同じような経過をたど 
る。 2次的に増加した発射およびそれ以後の発射頻
度の変動の成因は，前述した如く (2b oj項参照)，
膨張により活発となった胃嬬動によって増加した発
射である。このものを除いた動的膨張時の発射は，
急激な筋壁の伸展に応じたものである。従って動的
膨張においては，膨張の速度すなわち筋壁の伸びる
速さが発射頻度を変える重要な因子となる向。
しかしながら，受容器を囲む筋壁(平滑筋〉は，
粘性(膨張の速さによって発生する張力が変る)，
自動性(膨張が刺激となって新たに収縮を起こす〉
とヒステリシ見現象(膨張により発生する筋壁の張
力が，膨張以前の筋壁の状態によって影響される〉
などの性質をもっているため，動的膨張と発射の関
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図 5 リンゲル液 20ccを速やかに胃内に流入し胃を膨張させると， 内圧と発射頻度が高まる。
そののちの両者の 2次的な変化に注意。
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図 6 発射間隔を縦軸 (sec)に時聞を横軸 (sec)にとり，図 5について発射間隔曲線を拾い
た。内圧の変動は，必ずしもこの曲線のそれと一致していない乙とがわかる。その他の
詳細本文。点は発射間隔を実線は内圧を示す。・圃=周期的な発射間隔の短縮。 Z盈~I=
リンゲ Jレ液 20ccの流入時間。 
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係はきわめて複雑である。短時間の動的膨張にお
いては，胃の内圧の変化が筋線維聞の張力特 (2bの
項参照〉の変化主ほぼ比例関係にあると考えられる
ので，同一受容器で膨張速度のことなる発射(図5， 
7)を比較してみると(図 9)，流入速度の速いく13. 
3 ccjsec)すなわち内圧の変化率の大きい時の発射
は，流入速度の遅いく2.2ccjsec)すなわち内圧の変
化率の小さい時の発射よりその発射頻度が高い。そ
して後者の流入速度の遅かった場合.は，明らかに膨
張に反応した胃壁の収縮があらわれ， 2次性l乙発射
を増強している。
さらにこの動的膨張時の発射頻度の高まりは，あ
る胃容量内では，膨張される前にどれだけ容量があ
ったかには影響されない(図 10)。図 10は， 3bの
項で述べるように階段的に膨張した際，そのときの
動的膨張部分だけをピックアップしたものである。
乙の際流入速度は， リンゲ、jレ液槽をいつも 2m以上
持ちあげて均一の速度で流入した。階段のいずれの
階における時でも，圧の変化に応ずる発射は同等で
あった。従って， リンゲJレ液の流入速度すなわち筋
壁の伸びる速さが，動.的発射頻度の増加を規定する
因子と考えられる。
リンゲJレ液 20ccを流入して胃を膨張したのち
に，これを流出して胃内圧を減ずると，発射は速か
に減少する(図7，8)。リンゲル液がその半分量(約 
10cc)流出したところで，発射はすでに消失する。
国 
pressure 
'(mmHg) control 
l;] 1r! 11 f 1'1! ! 111 
。inflow 
リンゲ、Jレ液 20ccを流出し終って数秒後，内圧の回
復をまって発射は流入以前の状態に戻る。乙れは胃
壁筋の緊張の低下が，受容器の発射の減少をきたし
たととを示している。
b. 容量一発射曲線
胃の膨張は，胃壁伸展受容器のもっとも自然な刺
激である (3，8)。従って胃容量と発射頻度の関係は，
生理的に興味の深い事柄と考えられる。ここではこ
の関係を明らかにするため， 容量一発射曲線を描い
た。この際膨張しつつあるとき生ずる発射の増加に
は，動的な要素が加わるため適当でない。静的膨張
すなわち胃がある一定の容量下で膨張している状態
に応じての発射では，乙の頻度が胃の膨張を感覚す
る要素となる。従って容量とその静的膨張時の発射
の関係が求められた(図 13)。
容量を Occ(膨張前の胃内には，若干の空気と胃
液があるため，真の容量は Occでないが)より 10-
20ccの分量Cとに，これをゆっくり流入し胃を階
段的に膨張した。発射頻度は，各分量Cとのリンゲ 
Jレ液、流入が終ってから 90-120秒経過した後の発射
を， 60-120秒にわたり記録し，その発射頻度の平均
〈総インプルス数対時間〉をもってあらわした。こ
のように静的膨張時に得られた発射は内圧の増強と
ともに動揺(図 11，12)を示してくるが (2bの項参
照)，その動揺の範囲を各容量ごとに調べて，発射
の最大頻度と最少頻度をもって図 13右下に示した。
。 合 outflow
1 1 f!1!tr II!II川 11111'111山刊川 i，'ll!'o!.l.1:，rtf，!_'....l.J...!.，.!山押井村r市オヲ市市有，，'11"I!I!';"::IP!!:~ J.!. :.1 ~_1LL!!u...L.l.1~-H~司ナ「守可申7:片甘1，"，j ; ~):1，': ，r 
一ーーー 戸ーー← -.，.- ..-.-，." ・ "'T~占
合 
1.1 II.III11.1".I!!II，11 1，1，1，11， 
111 1 
l;ユ勺T
「一一寸 
1s e c 
図 7 リンゲ Jレ液 20ccを前例よりゆっくりと胃内に流入し胃を膨張させると， やはり内圧と
発射頻度が高まる。乙の時逆にリンゲ Jレ液を流出して胃内圧を減ずると， 発射は速やか
l乙減少する。内圧の変化と発射のそれとに注意。 
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図8 発射間隔を縦軸 (sec) 1乙時聞を横軸 (sec)にとり， 図?について発射間隔曲線を描い
た。詳細本文。点は発射間隔を実線は内圧を示す。 Iw//~I= リンゲ Jレ液 20cc の流入時間。
にコ=等量のリンゲル液の流出時間。
乙の場合，大体の傾向がわかるように 5例を一緒に
して描いた。官内圧の動揺についても同様に示した
(図 13)。 
5例について容量一発射関係〈図 13)を検討する
に，容量の少ない部分では明らかに比例関係が成
立する。乙の部分で直線をひき，その勾配をみる
と，容量 10cc I乙対し発射頻度約 0.5-2imp/secの
勾配をとっていることがわかる。勾配の急なものと
緩やかなものとがあるが，平均をとってみると1.3 
imp/sec!10 ccである。図 13から直線部分を離れ，
容量が多くなるに従って曲線は平担となる。乙れ
は，受容器が胃の膨張に際し刺激に応じなくなる限
界を示しているものと考える。一方， 胃内圧はこ
の容量の増加とほぼ比例して増加する(図 13)。発
射の動揺は，容量が増加するとともに大きくなる
(最大頻度が高まる)0 5例中rc.，最大の動揺を示
したものの範囲は， 0-19 imp/secであった。容量
が非常に増したところでは，その動揺はわづかに減
少する。この発射の動揺は，胃容量の増加とともに
高まった胃内圧により，胃の嬬動運動が増強したこ
とによって起こったものと考えられる。
胃の嬬動運動によって胃内容が幽門より排出され
るとき，その容量が測れるように十二指腸にビニー 
Jレ管を継じそしてリンゲ、ノレ液の階段的、流入により
増加した発射が，その後リンゲ、ル液の能動的排出に
よって減少する経過を調べてみた。乙の場合に，胃
容量減少経過を図 14下部rc.，容量ー 発射関係を図 14
上部民示した。容量一発射関係では，容量が増して
くるときと減少してくるときとで明らかに関係がこ
となり，その聞にヒステリシスがみられた。一方こ
れを容量で表現せず， 内庄一発射の関係でみると，
流入時と排出時の発射にヒステリシス関係がみられ
0.2 
0.1 
。 
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図5と図 7について動的膨張時の発射を比較するため， 膨張l乙際してそれぞれの発射間
13 

図9 
隔の変化する様相をこの図に特に明示した。流入速度の速いときすなわち内圧の変化率
の大きいときの発射間隔はより減少する (発射頻度が高まる)0 ・=流入速度の速いと
きの発射。 0=流入速度の遅いときの発射。 
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なかった〈図 14右〉。
考 案 
一般に機械的受容器 (11echanoreceptors)は，
外部から加わえられる機械的作用によってひずみを
生じ，それが電気現象に変換されて，伝導性のスパ
イクが感覚神経に発射されるという (21，22)。胃壁筋
層内の伸展受容器も，局所の筋の力学的作用を受け
て，それによる変形から発射していると考えられ
る。このことは，受容器の位置を確認したのち，受
容器の発射と胃の嬬動運動の関係を観察することに
より間接的に証明された。そして胃の膨張すなわち
図10 階段的膨張l乙際し， そのときの動的膨張部分だけをピックアップした記録である。詳細
本文。
i ‘ .  
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図 11 静的膨張時の発射と内圧の記録。
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図 11の記録から任意の 1分聞を選んで，静的膨張時の発射頻度と内圧を各容量について
描いた。内圧と発射頻度の動揺は一致していない。乙れは内圧が直接に受容器を興奮さ
せるものではない乙とを示している。.一.=自発性発射。 0-0=膨脹時の発射。
・-・-・=胃内圧。
-408- 千葉医学会雑誌 第 40巻 
9 
imp/sec 
5 
50 IOOcc 
図13 容量一発射曲線。縦軸に平均発射頻度を横軸に胃容量を示す。詳細本文。 この図の隣り
に容量一内圧の関係と容量一発線頻度動揺の関係を示す。左図の 5例の受容器について，
乙乙ではとれらの関係が大体の傾向のわかるように一緒に描かれてある。すなわち，点
の密度の高い部分をもってその傾向を示そうとした。
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筋壁の伸展のていどが，この場合の発射数を決定す
る重要な因子となる。 Paintal(3)は， ζの受容器が飽
満感l乙関係するといい， Sharmaらく23)は視床下部
の摂食中枢と飽満中枢から電気的活動を導出し，胃
の膨張は飽満中枢の活動を高めるという事実をみて
いる。静的膨張から求めた容量一発射関係から， 容
量が大きければそれだけ多くの発射が感覚されてい
るので，胃の膨満を中枢へ伝え， これが胃に反射し
てくるという見解が成り立ち，本胃壁伸展受容器は
この種の反射に関与すると考えられる。
組織学的には， Langworthyと Ortega<2めがネ
コの胃の筋線維と並列に並ぶ紡錘形の感覚終末をメ
チレン・ブ、Jレー染色によって見た。また瀬戸ら (25)
は，渡銀法を用いて動物および人聞の胃の筋層lζ脳
脊髄神経由来の感覚終末がそんざいすることを確
め，その形態は人間では神経の終末が単純に分岐し
ているものと球状に巻かれているものとがあり，動
物では人間より単純であるという。しかしこれらの
感覚終末は，有髄性の感覚神経により支配されるも
のである。
官壁伸展受容器は，その周囲を平滑筋組織により
囲まれている。従って，受容器の発射は平滑筋の種
々の状態を反映していることが予想される。受容器
を刺激するときの平滑筋の状態を，筋の伸展，短縮
および筋線維聞におよぶ張力に区別して考えてみ
る。
まず平滑筋が伸展されたとき， このような状態で
明らかに発射は増加する。例えば胃の容量を増して
平滑筋を伸展してやれば，発射は増すからである。
しかし伸展されたとき発射は減少することもある。
例えば筋が収縮して発射が増加したあとこれが弛緩
し引き伸ばされるとき，発射は減少するかなくなっ
てしまう。
次に平滑筋の短縮であるが，胃嬬動が起こると発
射が増加したり，急激な胃内圧上昇により胃壁が収
縮するとき発射が増加する。しかし胃容量をリンゲ
ル液の流出によって速やかに減少するとき，筋の短
縮方向が生じているにもかかわらず発射はかえって
減少する。
筋線維間におよぶ張力という点を考えてみる
と，受容器を囲むある筋が収縮した場合，あるいは
他の筋が弛緩した場合， ともに筋線維聞の張力が増
して受容器が発射する。受容器自体におよぶ張力の
多少が発射を規定するように思われる。 IggoC7，めの
10 
5 5 
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図14 容量一発射関係にはヒステリシス現象が認められた。 しかし， 容量一内圧関係にはヒス
テリシス現象が認められない。 0-0=胃の階段的膨張の際の受容器の平均発射頻度。
@一.=胃容量の能動的減少に際しての同じ受容器の平均発射頻度。階段的膨張が完了
し，容器の能動的減少を始めるまでに約 30分経過している。下の図は胃容量の能動的
減少‘と時間経過の関係告示す。
「受容器は筋性要素と直列的配置をなす」という仮
定と一致するものである。
乙の受容器の示す発射の最高頻度は， Paintal， 
Iggoおよび著者の間で多少ことなるが，大体 20-35 
impjsec の範囲である。しかし動物が大きくなる
と，最高頻度は高くなったくりめ。しかしながら受容器
は胃壁の強制振動に際して非常に高い頻度(約 150 
cycjsec) にまで応ずる性質をもっている。受容器
の発射頻度は， この約 150cycjsecまでにおよび得
る乙とになるが，胃内部からの膨張などによる刺激
では圧倒的に低い頻度のものしか発射し得ない。強
制振動は，受容器に動的〈別名相性〉の変形を与え
ることになる。本研究でも，動的膨張と静的膨張に
分けて，前者の方が差是かに大量のインプルスを一過
性に発射している乙とを述べた。動的膨張に際して
みられる発射は，胃の容量の多寡に関係しないで，
胃が急激に膨張されるか否かにかかっていた。もし
胃の嬬動がはなはだしく充進される く例えば幽門
狭窄〉ような場合，あるいは腹部を強打されるとき
に，胃容量と関係のない頻度の高い発射が生じてい
ると考えられる。乙の高い頻度の発射が中枢へ送り
込まれたときの意義は警告情報としての価置をもつ
ものであるかも知れない。
まとめ 
1) ネコの頚部迷走神経から，単一神経線維を分
離し， 胃壁伸展受容器の感覚インフ，0)レスを導出し 
Tこ。 
2) 胃壁伸展受容器の発射は，胃の嬬動運動によ
って増し，胃の膨張は発射頻度を'規定する。 これ
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は，容量一発射関係から約 0.5-2 impulsesjsecj1 
Occである。 
3) 胃の急激な膨張は，高頻度の発射を生ずる。
乙の際の発射頻度の増加は，膨張速度lとよりことな
る。乙の頻度増加は，膨張前の容量の多少に左右さ
れない。 
4) 容量一発射関係から， 容量を減じてゆくとき
に著明なヒステリシスを認めた。 
5) 胃壁伸展受容器は局所性に，筋線維聞におよ
ぶ張力の変化T刺激される。
稿を終るに当り終始御懇篤な御指導と御校聞
を頂いた綿貫重雄教授，鈴木正夫教授，本間三
郎助教授に深甚なる謝意、を表わします。
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